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江東区立南砂中学校だより

校 長 近藤 啓太

ネットに支配されない生活を

生活習慣改善を目的として、本校では定期考査前に「メディアコントロール」
に取り組んでいます。スマートフォンやタブレット、ゲーム機、パソコン、テ
レビ等の使用を意図的・計画的に減らす取り組みです。今回の定期考査では、
自主性に任せられましたが、自分の意思でコントロールできたでしょうか？

『スマホ脳』（アンデシュ・ハンセン著）には次のように書かれています。

スマートフォン（原題では『インスタ』）の脳への悪影響について 2020年に警鐘を鳴らしました。

今年1月31日には、メタ（旧フェイスブック）のマーク・ザッカーバーグ最高経営責任者が、ア
メリカ議会で、ＳＮＳ上で性的搾取などを受けて自殺した若者の遺族らに謝罪しました。

（2月1日朝刊）
アメリカでは（自殺やいじめを引き起こしていると）、子どものSNS利用規制に乗り出す州が増

えています。（2023年に12州が規制導入、2024年に約30州で審議予定） （4月22日朝刊）

今年8月11日に閉幕したパリオリンピックでは、選手に対するSNS上での誹謗中傷の問題が浮き彫
りになりました。人工知能（AI）を導入し1日あたり約8万件の悪質投稿を検知しましたが、被害は
食い止められませんでした。 （8月14日朝刊）

オーストラリア政府は、16歳未満はSNS（TikTok,インスタグラム、Ｘなど）利用を禁止する世界
初の法案を提出しました。 （11月20日朝刊）

法律で規制されないと、もはや自分の意思ではコントロールできないのでしょうか？
また、SNSによる性的被害も後を絶ちません。

ゲームで誘い子供に性犯罪 小学生被害増 逮捕少年チャットで少女装う （9月14日朝刊）

「裸の写真送れ」など要求 女子高生13％に被害 中学生も同世代から被害 （11月日本教育新聞）

一方、日本でもアメリカでも、選挙活動においての SNSの影響の大きさが課題となっています。
「エコーチェンバー」という言葉が最近聞かれますが、「SNSで似た意見の人とばかりつながるう
ち、考え方が偏る」という現象のことです。新聞、テレビ、ラジオなどのマスコミュニケーション
（マスコミ）は情報発信の裏付けが必要で、その情報が正しいかどうかを調べて発信しています。
しかし SNS は裏付けのある情報ばかりではなく、口コミに近いものもあります。中には事実と違
うことや感情的に相手を攻撃する投稿もあります。SNS とどのように付き合い、利用するかを考
える必要があります。

佐藤優さん（作家、元外交官）は、著書の中で次のように述べています。

定期考査も終わりました、秋の夜長、（スマホを持っている人は）電源を切
って読書しませんか？私は、本の中で紹介された本や参考文献を続けて読む
ようにしています。話をしていて、だんだん話題がそれて違う話になること
ありますよね。それとなんとなく似ていて、自分では選ぶことのなかった新
しいジャンルの本との出会いがあります。

・スマホやSNSは脳の報酬系を刺激して依存させ、集中力を低下させる。
・子どものスマホ利用は、自制心の発達に悪影響をもたらす。
・睡眠時間を増やし、運動をして、スマホ利用時間を制限すべき。

（本の要約サービス flierから引用）

保健委員会のポスター

世の中で起きていることを「知る」には新聞がベースになり、世の中で
起きていることを「理解」するには書籍がベースになる。

（「僕らが毎日やっている最強の読み方」池上彰、佐藤優 著）
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道徳地区公開講座で地域・家庭との連携

11 月 22 日（金）は、1 年生から 3 年生までの縦割り班をつくり、
地域にお住まいの方や保護者に班に入っていただき、全校道徳授業
を行いました。道徳推進教諭の木佐貫教諭が授業者です。震災の避
難所の写真から、被災した人の気持ちを考えるとともに、どんな点
に配慮すると被災者のストレスが軽減できるかを共に考えました。
その後の協議会まで残っていただき、ありがとうございました。

「弁当づくり」で生きる力づくり

11 月 25 日（月）は第一回目の「弁当の日」です。献立作り、買い
出し、調理、弁当詰め、片付けまですべて子ども自身が行います（も
ちろん教員も）。子どもたちは感謝の心を知り、自己肯定感が育まれ
ます。失敗の中から多くを学び、生きる力を身に付けています。大
人たちは見守る大切さを知り、子どもの成長を通じて子育てが楽し
いと思えるようになります。右の写真は、互いに chromebook を構え
て弁当を持ち笑顔の撮影タイム。高橋教諭制作「弁当の日新聞」も楽しみにしてください。

お金のはなし（消費者教育）

同 25 日（月）、ジブラルタ生命から講師 2 名が来校され、各学年
で 1時間ずつの出前授業を行っていただきました。

1年生は「お金ってなに？」、2，3年生は「将来とお金の入門教室」
と題して、「ニーズ（生活に必要）」と「ウォンツ（あったらいいな）」
と「価格条件の比較」が大事なことを学びました。1 年生はカードゲ
ームもあり、お金があることでうまく流通することを体験しました。

NO MORE 闇バイト

右は、私に届いたショートメッセージです。闇バイトの窓口と思わ
れます。携帯番号が表示されていたので、警視庁に通報しました。
最近、個人情報を人質に、強制的に犯罪をさせる事件が相次いでい

ます。加害者として逮捕された者が、日頃は好青年である例も報道さ
れています。お金は「価値がはかれる（尺度）」です（「お金のはなし」
の学びから）。日給４万円のアルバイトが健全であるはずがありません。
自分の人生も他人の人生も、台無しにしてはいけませんね。

１２月の主な行事
２日（月） 朝会 １６日（月）生徒朝会、弁当の日
４日（水） 江東区中学校研究会（午前授業） １７日（火）職業講話
５日（木） 三者面談・学習展示発表・始 １８日（水）職員会議 放学
７日（土） わたしたちの音楽会（和太鼓部） １９日（木）ウィンターコンサート（吹奏楽部）
９日（月） 避難訓練 ２０日（金）１年伝統文化体験

１１日（水） 職員研修 放学 ２３日（月）クリスマスコンサート（合唱部）
１２日（木） ２年アルコールの害 ２４日（火）笑顔と学びの体験プロジェクト

三者面談・学習展示発表・終 ２５日（水）全校集会、安全指導
C組保護者会 ２６日（木）冬季休業・始

１３日（金） 委員会 ２７日（金）学校閉庁日 （～１月５日）
※１６日（月）は給食がありません。生徒は自作の弁当を持参します。
※１２月２７日から１月５日までは電話は自動音声対応になります。緊急の連絡は、江東区役所（教育委員会）へ。

バドミントン部
○東京都冬季大会江東区代表選考会３位 女子ダブルス

2AＹ、2BＣ 組（敬称略）


